
7割近くの患者さんが、旅行中に糖尿

病にまつわるトラブルを経験しているこ

とがわかりました。その内訳をみてみる

と、「ある」と答えた人の約9割に「低血糖

が起こった」、約4割に「血糖コントロー

ルが乱れた」というものでした。旅行に

ついて聞いてみたところ、54％が年に数

回、23％が年に1回、旅行へ行っており、

海外旅行は133名、国内旅行は335名、そ
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積極的に旅行し生活の質に自信
をつけることは大切です。敬遠し
てしまう気持ちを払拭してもらえ
るよう、旅行に行く前、医師に気
軽に相談ができる、外来の環境作
りが必要です。私はインスリン利
用者には、英文診断書、薬剤を多
めに持つことの他、座席が窓際か
通路側かまで相談することがあり
ます。また、座っている時間が長
ければ高血糖になりやすく、旅行
で歩き回れば低血糖になりやすく、
どちらも乱高下の原因になります。
糖尿病患者人口が少ない国を旅行
する時は誤解を受けることもある
ので特に注意しましょう。

して海外旅行・国内旅行の両方は118名

と、患者さんは積極的に旅行を楽しんで

いるようです。しかし、糖尿病を“旅の

ハンデ”とは思っていない方が意外に少

ないのかというと、4割の患者さんは「糖

尿病であるために旅行を敬遠してしまう

気持ちがある」と答えています。‘団体旅

行は融通がきかないので、気楽に個人旅

行を楽しんでいる’といった旅の達人も

みられるなか、‘想定外の事故、インスリ

ンの紛失などを想像すると思いっきり楽

しめません’といった声も少なからずあ

りました。




